
ブ ロ ン テ ・カ ン ト リー の 思 い 出

JaneEyre一 読 のすすめ

野 村 ピ サ

(1)

も う何 十 年 も前 の こ と に な る。当 時 大 学 の 寮 に い た私 は、「小 説 の ヒロ

イ ン は 美 人 ばか りだ か らつ ま らな い わ。」 と同 室 の 上 級 生 に話 した 。 「世

の 中 に はブ ス の 方 が た くさ ん い るの に ね 。」と言 う と、そ の 上 級 生 は、「あ

ら、 我 輩 は猫 で あ るな ん か、 胃 弱 の 主 人 の 奥 さ ん の他 は女 性 は い な い わ

よ。」 と言 い、 「JaneEyreは 美 人 じ ゃな い わ。」 と付 け加 え た 。 そ れ を聞

い て私 は突 然 そ のjapeEyyeと い う小 説 を読 み た くな っ た 。ヒロ イ ンが美

人 で な いか ら とい う ま っ た くお か しな きっか け で、 私 は そ の 小 説 を辞 書

を ひ き ひ き、3ケ 月 もか か っ て 読 み終 えた 。 とに か く学 校 の テ キ ス ト以

外 の英 語 の 本 を(註 もな しに)独 りで読 み 終 え た の は、 これが 初 め て で

あ っ た 。 当時18才 だ っ た私 に と っ て は 、 大 へ ん長 くて 難 解 で 、 お ま け に

聖 書 の 中 の表 現 や お祈 りの 言 葉 が た び た び 出 て来 て 、 チ ンプ ンカ ンプ ン

で あ っ た こ と を今 で も よ く覚 え て い る。"forbidthebanns"と い う衝 撃

的 な表 現 もこの 本 で覚 えた 。だ か ら2学 期 に習 ったHardyのReturnofthe

Nativeに もこの 表 現 が 出 て来 た 時 、 す ぐ解 っ た。

「"institution"と い う もの は"school"と は違 うん だ な 」 とか 「イ ギ

リス の 館(や か た)と い う もの を1度 見 てみ た い な 」とか 「ピー ス(heath)

の 野 原 を吹 きわ た る風 っ て どん な もの なの か しら」 な ど と考 え て 、 いつ

か1度 で い いか ら生 きて い る うち にHaworth(ノaneEyyeの 著 者Charlotte

Bronteの 育 っ た土 地)に 行 って み た い もの だ と強 く思 っ た。 そ の 頃 日本

47



ブ ロ ン テ ・カ ン トリー の 思 い 出

か らイギ リスへ行 くには飛行機 を使 うことは殆 どな く、船でインド洋を

渡って行 くのが普通だった。1ポ ンドは約1080円 で大学出の教員の初任

給は13000円 ほどだったのだか ら、私のような貧乏学生にはとても不可能

と思われた。 しか し時代の進歩は有難い もので、むか し一生 に1度 でい

いか らと思ったイギ リス行 きは4度 も実現す ることになり、そのうちの

2度 目のイギリス滞在中にHaworthを 訪れる機会に恵まれた。ロンドン

の地下鉄のグリーンパーク駅の近 くのBTAの 人にリーズで乗 り換えるの

が便利だと教わった。バスの便 は大へん悪いとも。

3月 末のある日、 リーズで乗 り換えた小さなSLは 「ピー ッ」と汽笛を

鳴 らして、ゆっ くりと走 り出 した。北の国はまだ真冬であった。前日降

ったらしい雪は、まだあちこちに消え残 って、さむざむ としていた。灰

色の雲がどんよりと低 くたれこめていた。

教会下の停留所でキース リーか らのバ スを降 り、かなり急な坂 を上 り

なが ら、予約 しておいたオルダーマン夫人(Mrs.Alderman)の 家 を探 し

た。坂の途中の左側の美容院の ドアを押 してたずねると、そこの奥 さん

がすぐ教 えて くれた。坂の頂上 まで行 くとBronte姉 妹の父が牧師 をして

いた教会 はすぐにわかった。 ドアを押 して入 ると建物の中はが らんとし

ていて静まりかえっていた。歴代の牧師の名を記 したプレー トには、Patrick

Bronteの 名 もあった。教会の建物の裏手に出ると、墓石がいくつ もあり、

三分の一 ぐらいは倒れていて、墓地全体がまだうっす らと雪に覆われて

いた。墓地のい くつかの上に、わた りが らすがとまって、 しやがれ声で

鳴いていた。牧師館を改造 した らしいBronteParsonageMuseumの 中

にはCharlotteの 結婚衣裳や帽子や衿や靴や、い くつかの作品の原稿があ

った。靴 はいずれ も質素な作 りで、足 はあま り大 きくなかったもの と思

われた。教会の横を通っている道路のむこう側は広々とした野原であっ

た。その夜泊めて もらうことになっていたオルダーマン夫人の家に荷物

を預けて、野原を横切 り、BronteFalls(瀧)ま で歩いてみた。途中出
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会った5～6人 の人々に夏 にはこの野原にピースが生えるのか と尋ねて

みると、 どの人か らも 「いいえ」 という答えが返 って来た。そ して 「ヘ

ザー(heather)が 生えるのだ」とい うのである。私は内心がっか りした。

その植物は小 さくて赤紫色の花が夏 に咲 くと説明 して くれた人がいた。

私 は広々とした野原がそのヘザーなる植物で一面 に覆われる様子 を想像

した。BronteFallsの 帰途、別の道 を通ってオル ダーマ ンさんのBBに

帰ろ うとした ら、単線の線路があ り、たどって行 くと、その先に赤と緑

に塗 られたきれいなSLの 手入れ をしている男の人がいた。

「この汽車は走 りますか」 と私が尋ねると、"Oh,Yes"と いう返事。

「4月 になればね」と付 け加え、「あなたは少 し早 く来す ぎた。」とも言 う。

WorthValleyRailwaysと いう名の鉄道だそ うで、私はそのかわい らし

い機関車が汽笛を鳴らしなが ら白い煙を吐いて走 る様子を想像 した。「い

くらか寄付 しなさい。」 という声で我 にかえると私 は幻滅 した。「乗 らな

いか ら寄付は出来 ません。」 と私は答 えて歩 き出 した。

BBへ 帰るとオル ダーマン夫人が夕食 を作 って待っていた。あかあか

と燃える暖炉の火は身体ばか りでな く心 まであたためて くれた。夕食後

オルダーマン夫人は私 に 「いっしょにテレビを見ましょう。」と言い、2

人で 「三銃士」を見た。フランス映画で、英語の字幕スーパーがついて

いた。大 きな ドーベルマンも暖炉のそばにのんび りと寝そべ っていた。

石炭暖房の よく利いた寝室で ぐっす り眠って、翌朝眼が さめると、窓

外はみぞれだった。イギ リス人は朝食をほんとうにた くさん食べ る。「こ

れでは昼食は要らないな。」と思いなが ら、私 は楽 しくお しゃべ りをしな

が ら、満腹になるまで食べ、 ミルクたっぷ りの紅茶 をお代 りした。

「午前中はリーズを通るバスは1便 しかないから、乗 り遅れないよう

に。」とオルダーマン夫人は私 を急か した。10分 ぐらい早 く来 ることもあ

るそうだ。私 は玄関の前で大 きな ドーベルマ ンといっしょに並んだ写真

を2～3枚 撮ってあげて、 よくお礼 を言い、チップをあげて別れを告げ
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た 。

ヨ ー ク に立 ち寄 り、 ヨ ー ク ミ ンス タ ー を訪 れ 、 イ ン タ ー シ テ ィーエ ク

ス プ レス で キ ン グ ス ク ロ ス に着 い た時 に は、 も う 日が とっ ぷ り と暮 れ て

い た 。 私 は 晴 れ た 日 に もう一 度 ハ ワ ー ス へ 行 きた い と思 っ た 。

長 い年 月 が 経 っ て か ら、今 回 、ノaneEyreを 読 み か え して み る と、作 者

CharlotteBronteが 非 常 に情 熱 的 な 人 で あ り、(「情 熱 とい う人 生 の 最 高

の分 野 に 欠 け た」 とBronteはJaneAustenを 評 して い る。)ま た 信仰 心 の

あ っ い人 で もあ っ た とい う こ と を深 く感 じた 。 ま た ハ ワー ス の厳 しい 自

然 が 作 品 全体 に多 大 な影 響 を及 ぼ して い る こ と も、 あ ら た め て感 じる こ

とが で きた 。

(2)

こ こ でCharlotteBronte(1816～55)作 のノaneEyre(1847)の あ ら す

じ を御 紹 介 しよ う。こ の作 品 をBronteはW.M.Thackeray(1811～63)

に献 呈 した とい わ れ て い る。 しか し私 の 見 る 限 り、 あ ま りThackeray的

な 要 素 は見 当 らな い。

生 まれ て 間 もな く両 親 を失 っ た ヒ ロ イ ン、 ジ ェ イ ン ・エ ア は、 金 持 だ

が冷 酷 な義 理 の 伯 母 リー ド夫 人 に 育 て られ、 従 兄 や 従 姉 た ち か らい じ め

かん

られ、みじめな子供時代 を過す。 ジェインは小柄で利発な癇の強い少女

である。10才 ぐらいの時、規則ず くめで不健康な慈善寄宿学校(Lowood

Institution)に 送 り込まれて、そこで約8年 を過ごす。(こ の部分は作者

Bronte自 身 とその妹 たちの体験が写 されていると言われている。この作

品が当時の寄宿学校の実態を世に知 らせ、それをきっかけに改善の努力

が始め られたとも言われている。ディケ ンズのOliverTwistと 同様な効

果をもたらした社会的意義 を持つ小説だったと言える。不健康な校舎で

栄養不良の状態で生活 していた少女たちが、つぎつ ぎとチフスにかかっ

て死んでゆ く有様 は悲惨である。私はブロンテより41年前に生まれた女
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流作家 ジェイン ・オーステンが8才 くらいの時、姉 といっしょに入って

いた寄宿学校 で、チフスにかかって死にかけ、2人 とも実家 に帰された

ことを思い出す。当時イギリスでは、チフスが多 くの子供たちの生命 を

奪ったようである。)ヒ ロイン・ジェイン・エアの8年 間の寄宿学校生活

は、小説全体からみると、いわば前奏曲 とも言える部分である。暗 く長

く(楽 しくないか らそれだけ余計 に長 く感 じられるのだ)読 む者はあき

あきして、なぜこんなに10章 ものスペース(全 体 は38章)が 悲惨な子供

時代のために割かれなければならないのかと迷惑に感 じはじめる。 しか

し当時の女子修道院 まがいの慈善寄宿学校が どんなに質素で厳 しいもの

であったか とか、親友の死に対す る幼ないヒロインの深 い悲 しみ とかを

理解す ることは出来 る。慕っていたテンプル先生が結婚 して退職す るこ

とになった時、18才 になっていたジェインは、新聞に求職の広告 を出し、

ソーンフィール ド荘 という館(や かた)に 住み込みの家庭教師に雇われ

る。この上流家庭の住み込み家庭教師 という職業 は、尊敬 されているよ

うでいながら、実は、かな り屈辱的な立場で もあった。ブロンテ自身 も

自尊心を傷つけられながら、このような世界の体験に耐えた時期があっ

た。館(や かた)の 主入である中年の紳士 ・ロチェスター氏は20才 も年

下のジェインを愛するようになる。この部分 には作者ブロンテの願望が

投射 されている(臼 井義昭氏の説)。 ちょうどジェイン・オーステンがそ

の小説のヒロインたちの運命 に自分の願望を投射 したの と同様である。

互いに愛 し合 うようになったロチェスター氏とジェインとの容姿 につ

いて、彼 ら同志の会話か らその描写を引用 してみよう。

「ローウッドへ入ったのは、い くつで したか?」

「10才ぐらいの時で した。」

「で、8年 あそこにいたんですね。すると今は18才?」

私はうなずいた。
ちようほう

「算術って重 宝なものですね。これのおかげがなけりゃあなたの年な
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ど まあ あてることは出来なか った。あなたの場合のように、顔

の道具 と顔の相がひど くち ぐはぐなのを ぴた りと言いあてること

は むずか しいんだ。」

中 略

「……エァさん、わたしの男振 りが良 くないのと同様に、あなただっ

て美 しくないが、 しか しその当惑 した様子は、あなたによく似合い

ます よ。一 中略 一

……彼は安楽椅子から身を起 こして大理石のマ ントルピースに片肘

をもたせなが ら立った。その姿勢になると、体躯の恰好が、顔 と同

じにはっきり見えた。並 はずれて幅の広い胸囲は胴から下の長さと
ぶお とこ

均整が とれていないと言ってもよい。大抵の人は彼 を見 たなら醜男

と言うにちがいない。けれども彼の態度には、彼 自身が意識 しない、

きわめて誇 らかな ものがあり、その動作に、 きわめて淡々 としたゆ

った りしたものがあった。

(以上遠藤寿子氏訳による)

互 いの内面的魅力を認めあったというところであろう。

しか しロチェスター氏は実は独身ではな く、その妻バ アサはまだ死ん

ではいなかった。狂女 として屋根裏部屋に閉 じ込められていたのである。

その不気味な笑 い声は、ジェインが屋敷に住み込んだ当初か ら聞いてい

たものだった。バアサは看護人グレイスプールが居眠 りしている隙をぬ

すんで階下へ降 りて来て放火 した りもする。 しか し一介の家庭教師にす

ぎないジェインにはその事実は隠されたままであった。 ロチェスター氏

はジェインに結婚を申し込み、ジェインはそれを受入れ る。結婚式の最

中にバ アサの兄メイスンが現れて式はめちゃめちゃになる。(forbidthe

bannsと いう表現 はここで用い られ る)ロチェスター氏は重婚の罪になる

と罵 られ、絶望 したジェインは必死に口説 くロチェスター氏 を振 り切 っ

て、ほとんど何 も持たずに屋敷 を飛び出 し、 ピースの荒野を彷徨す る。
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この場面は非常に印象的である。作者Bronteが ヒロインに必要な魂の浄

化のための試練 として設けたものだ とも言われている。その彷徨の途中、

ジェインは疲労 と空腹のため玄関先で倒れたその家の人々に救われるが、

その人々は(互 いに知 らずにいたのだが)実 はジェインの従兄セ ント・

ジョン ・リヴァズと従姉たちダイアナとメァリーであった。ちょっとう

ま く出来す ぎている感 じが しないでもない。出来すぎていると言 えば、

マディラに住んでいた伯父が死んでジェインに20000ポ ン ドの遺産がころ

が り込む。そしてジェイン自身の希望でその20000ポ ン ドを3人 の従兄、

従姉たちとそれぞれ4分 の1ず つ分 けるところにも作意が感 じられる。

いっぽ うロチェスター氏の屋敷 は妻バアサの放火で全焼 し、バ アサは

焼死する。 ロチェスター氏は焼 けくずれた瓦礫の下敷 きにな り、片腕 を

失い、失明する。悶々 としているロチェスターの許ヘ ジェインが帰って

来 る。そして2人 は結ばれる。

以上が概略である。当時比較的新 しい形式だった1人 称で書かれてい

るせいもあってこの小説にはリアリティーがあ り、読者 は臨場感 を持つ。

しか し奇妙な行動があった り、超 自然的な個所 もあって、私 は理解 に苦

しむ ところもある。ひとつはロチェスター氏がジプシーの老婆に変装 し

てジェインの手相 を見 る場面(こ れは全 く荒唐無稽である)で あ り、他

のひとつは従兄のセ ント・ジョン ・リヴァズがイン ドへ伝道に行 くこと

に決 まり、ジェインに結婚 して伝道師の働 き仲間 としていっしょにイン

ドへ行 って くれるように熱心に説得するので、ジェインが思い悩 んでい

る場面である。夜中の12時 近 くジェインは、 もう少 しでセント・ジョン

の強引な求婚 をうけいれそうになっていた。その時空中から不思議な声

が聞こえる。

「ジェイン、 ジェイン、 ジェイン。」

とただそれだけ。紛れ もな くロチェスター氏の声、苦 しさと悲 しみのあ

まり、荒々 しく何かにおびえたような、頻 りに求める呼び方であった。
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「行 きます。」

とジェインは叫んで庭へ とび出す。ロチェスターが 自分 を求めているの

だ と本能的に感 じたジェインは、セン ト・ジョンの事をすっか り忘れて、

ソーンフィール ドへの旅に出ることを決意する。

セン ト・ジョンがインドへ向けて発ったその 日の午後、ジェイン自身

もソーンフィール ドへの36時 間の馬車の旅に出るのである。

この作品は1847年8月23日 に脱稿 した。3巻 か ら成 る小説で、1847年

10月 に出版 された。一躍大ベス トセラーになったが、当時、「良家の子女

に読 ませてはならぬ小説」と言われたことでも解るように、(本 人に罪は

ないのだが)一 種 の不倫(実 際は未遂)と いう大衆 うけのする題材であ

る。 この作品は今なお愛読する者の数が多い。孤児の ヒロイン、薄情な

伯母 とその家族、厳格極 ま りない寄宿学校、家庭教師先の主人 との恋、

その彼 と挙げる結婚式、式の最 中に暴露される、新郎には妻がいるとい

う驚 くべき事実、式の中止、荒野を彷徨するヒロイン、伝道 に熱心な余

り人間的な感情 を無視 した牧師(従 兄)か らの結婚申 し込み、突然 どこ

か らともな く聞えて来 る、かつての恋人の呼び声、その彼 との再開、そ

して結婚。場面の設定や話の筋の運びがメロ ドラマ的で、激烈な感動的

インパク トを読者に与 える。愛のために大 きな精神的物質的代価 を支払

わせ る道徳i生は(約30年 前のJaneAustenの 作品 とは全 く異って)こ の上

な くヴィク トリア朝的である。この作品は、そのメロ ドラマ性のために

宗教的考察はあまりなされて来なかったようであるが、牧師の娘 に生ま

れた作者CharlotteBronteが キリス ト教 との関係 をすっか り断ち切るこ

とは出来なかった と思われる。そのため と言おうか、この作 品にはキ リ

ス ト教の洗礼(水)の イメージが濃 く、また旅のイメージも数多 く用い

られている。(反対 にDavidLodgeに よると、この小説は火のイメージを

中心 に構築 されているという。)

一54一



ブ ロン テ ・カ ン トリー の思 い 出

(3)

JaneEyreが 困難や試練を経た後に愛の勝利 を勝ち得 るにいたる旅 をす

るとい う観点に立ってこの小説の固有名詞のい くつかについて考えてみ

たい。

①ゲーツヘ ツド

ジェインの旅の始 まりの地。「門の先端」gate'sheadと 解釈 出来 る。

永遠の生命に通 じる狭 き門(マ タイ伝福音書7章13節)

② リー ド

ジェインの義理の伯母の名字。「葦」(reed)か ら来ていて 「いざと

いう時に頼 りにならない人物」の意味。実際、 リー ド夫人は亡 くな

った リー ド氏(ジ ェインの伯父)か らジェインの世話を頼 まれてい

たのに、ジェインを虐待 し、ローウッ ド寄宿学校の創設者プロクル

ハース ト氏にジェインの悪 口を吹き込む。葦は湿地に生えるから「水」

のイメージとつながる。

③ローウッ ド ジェインが送 り込 まれた寄宿学校の名。 リー ド家を出

ても試練はジェインに付 きまとう。まずい食事、厳 しい自然現象、

厳格な規律、プロクルハース ト氏の一同の面前での嘘つ きよばわ り。

ジェインにとっての第二番 目の試練の場LOWOODと いう地名はLow

woodと 解 され水 と結びつ く。

④ ソーンフィール ド ジェインが住み込みの家庭教師に雇われた館の

名。

ジェインは自立を希望 しながら 「青い高峰」(第10章)を 越えてソ

ーンフィール ドにやって くる。家政婦のフェアファックス夫人は親

切だ し、生徒のアデールは従順な教 えやすい子である。 しか し、ジ

ェインは平穏無事には満足できない性質である。「人間はどうして も

活動 しな くてはならない。」その後彼女はロチェスター氏に恋をし、
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イ ン グ ラ ム 嬢 に嫉 妬 して 苦 悩 す る。 ロ チ ェス タ ー の 愛 を勝 ち得 て か

ら は彼 の こ とで頭 が い っ ぱ い に な っ て 、 以 前 の 彼 女 と は す っか り変

っ て し ま う。 や が て ジ ェ イ ンは ロ チ ェ ス タ ー 氏 と婚 約 す る。 彼女 に

は明 る い 未 来 が 開 け て き そ うに 見 え た。 しか し(Thornfield)と い う

名 に よっ て 予 示 さ れ て い る よ う に、 ソ ー ン フ ィール ドは茨(い ば ら)

の 地 で あ り、 「偽 りの エ デ ン」で あ っ た。 ロチ ェ ス タ ー 氏 に は 気 の 狂

っ た妻 が い た 。 一 方 ジ ェ イ ン も弱 い女 に な って し ま って い て 、 ロ チ

ェス タ ー 氏 が 忘 れ られ ず 、 ソ ー ン フ ィー ル ドを直 ち に去 る こ とが 出

来 な い。

ジ ェ イ ン とロ チ ェス タ ー 氏 と は愛 の進 展 は 「旅 」 の イ メ ー ジ と結 びつ い

て い る。

a)ロ チ ェ ス タ ー 氏 が 初 め て ジ ェ イ ンに 出会 う時 、旅 を して来 た人 と

して描 か れ て い た。

b)ジ ェイ ンが リー ド夫 人 の葬 儀 か ら ソー ン フ ィー ル ドへ 戻 って来 る

と、 ロ チ ェス タ ー氏 が イ ン グ ラム 嬢 と結 婚 す るか も しれ な い と う

噂 を 聞 き、不 安 を感 じ る。次 の 章 で ロチ ェ ス タ ー 氏 は ジ ェイ ン に、

(自分 は イ ン グ ラ ム 嬢 と結 婚 す るつ も りだ か ら)ア イル ラ ン ドで 住

み 込 み 家庭 教 師 を す る よ う に勧 め る。 こ れ は 実 は ジ ェ イ ン に嫉 妬

心 を起 こ させ よ う とす る ロチ ェス ター 氏 の計 略 で あ っ た が 、 ジ ェ

イ ン は こ の計 略 に は ま り、 思 わ ず彼 へ の 愛 を漏 ら して しま う。

「ず いぶ ん遠 い とこ ろ で す 。」

「いや 、 あ な た の よ うに聡 明 な娘 が船 旅 が い や だ とか遠 くて いや

だ とか 云 うは ず は あ り ませ ん 。」

「船 旅 で は な くて 、 場 所 が 遠 い こ とな の で す 。 そ れ に、 海 に は ば

まれ て。」

「ど こ か ら遠 い?」

「イ ン グ ラ ン ドか ら。そ れ に ソ ー ン フ ィール ドか ら。そ れ に 」
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「そ れ に?」

「あ な た か らで す 。」

以 上 の よ うに 、 ジ ェ イ ンの 恋 心 は 「旅 」 の イ メ ー ジ を用 い て 告 白 され

る。 しか し この 辺 りで ロチ ェ ス タ ー 氏 の言 葉 には す で に 「別 れ 」 の 示 唆

が感 じ られ る。 日本 人 の 無 常感 と は異 な る と思 わ れ る が 、separation,

parting,wearytravels,necessityofdeparture,necessityofdeath

な ど、 別 離 の 概 念 が 見 え 隠 れ して い る 。 結 婚 式 の 前 夜 ジ ェ イ ンが 見 た2

つ の夢 に もロ チ ェス タ ー氏 との 別 離 が 暗 示 され て い る。 ど ち らの 夢 の 中

で も ジ ェ イ ンは小 さ な子 供 を抱 い て い る。 は じめ の 夢 で は ロ チ ェ ス タ ー

氏 に 置 きざ りに され る。2つ 目 の夢 で もジ ェ イ ン は小 さ な 子 供 を抱 い て

彷 徨 して い る。遠 ざ か っ て 行 くロ チ ェ ス タ ー 氏 を見 よ う と ジ ェ イ ン は壁

に よ じ登 る。 しか し、 つ か ん で い た 蔦 の枝 は根 が 抜 け て し ま う。 蔦 は不

滅 の 愛 情 と友 情 の シ ン ボル で あ る。 した が っ て 蔦 の 根 が 抜 け た とい う こ

とは2人 の愛 の破 局 を象 徴 す る と考 え られ る。この部 分 のcrumbled,rolled,

10st,fellと い う動 詞 も愛 の 破 局 を暗 示 して い る。 ソ ー ン フ ィー ル ドに お

け る ジ ェイ ンの 試 練 は 「水 」 の イ メ ー ジ と無 関係 の よ うで あ るが 、 ロ チ

ェス タ ー 氏 が 重 婚 の 罪 を犯 そ う と して 発 覚 した あ と第2巻11章 の 最 後 の

部 分 を読 む と、 ジ ェ イ ン は死 を願 い な が ら、 息、も絶 えだ え にな っ て大 河

の 川 床 に横 た わ っ て い る よ うな 気 分 で い る。 そ して 神 を想 い 起 こ し、 無

言 の祈 りを捧 げ る。
なや み

「われに遠ざか り給うなかれ。患難ちかづ き、また救 うものなければな

り」(旧 約聖書詩篇22章11節)

とうとうやって来た激流は逆巻 く怒濤の中へ私を併呑 した。一中略一「大

水流れ乗 りて、わが魂 にまでおよべ り、われ立止なき深 き泥の中に沈

め り。われ深水 におち入 る。大水わが上をあふれ過 ぐ。(詩篇9章1～2

節)」

ジェインは大規模な洗礼 を受けたのだ とも考えられる。
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第3巻 第1章 で は、 ジ ェ イ ン は 「す ぐに ソ ー ンフ ィール ドを去 れ 」 と

い う 自身 の 内 な る声 に直 ち に従 うこ とが 出 来 な い 。 ロ チ ェ ス タ ー氏 に

対 す る同 情 を禁 じ得 な い か らで あ る。 しか し、 ジ ェ イ ンは 自分 の 置 か

れ て い る状 況 を充分 に把 握 しロチ ェ ス タ ー 氏 の 口説 きを拒 む 。 そ して

「ロチ ェ ス ター さ ま、 私 は あ な た の もの で は あ りませ ん 。」 と言 う。 翌

朝 後 髪 を引 か れ る想 い で ほ とん ど何 も持 た ず に ソ ー ン フ ィー ル ドを脱

出 す る。

⑤ ム ア ・ハ ウス(別 称 マ ー シ ュ ・エ ン ドあ る い は モ ー トン)

Marshは 雨 が 降 れ ば冠 水 す る低 地 を意 味 す る。Moorも 語 源 はMarsh

と同 じ。 地 名 自体 が 「水 」 の イ メ ー ジ とな って い る。 ソ ー ン フ ィー

ル ドを脱 出 した ジ ェ イ ン は再 び 旅 に出 て 、 ヒー ス の 生 え る丘 を放 浪

し、 「飢 え た犬 の よ う に」あ ち こ ち で 追 い 払 わ れ 、 生 死 の 境 を さ ま よ

う。 飢 え と疲 れ で 動 け な くな っ た 時 、 セ ン ト ・ジ ョ ン ・リヴ ァズ に

救 わ れ る。 そ して セ ン ト ・ジ ョ ンの教 区 ・モ ー トン の 学校 の 教 師 に

な り、高 い評 価 を得 る。ま た伯 父 か ら20000ポ ン ドの 遺 産 の 贈 与 を う

け 従 兄 た ち3人 と1/4ず つ 分 配 す る。 セ ン ト・ジ ョンが 自分 の 伝 道 活

動 に必 要 だ か ら とい う理 由 で(愛 もな い)結 婚 申 し込 み を し、 そ の

根 気 の 良 さ に ジ ェイ ンが も う少 しで そ の 申込 み を受 け入 れ そ う に な

っ た 時 、 ど こ か ら と もな く聞 えて くる幻 の 声 を耳 に して、 再 び モ ー

トン を脱 出す る。

⑥ ソ ー ンブ イ ール ドとフ ァー ンデ ィー ン

ロ チ ェス ター 氏 が 自分 を求 め て い る と本 能 的 に感 じた ジ ェ イ ンは 、

翌 日ふ た た び ソ ー ンフ ィー ル ドへ 向 か う。

ソー ン は 茨 と結 びつ き、 茨 が 「肉欲 の 誘 惑 、 不 貞 」 を象 徴 す る こ と は

明 らか だ が 、 「茨」 に は 「救 い へ の 道 」 「名 声 に 続 く道 」 と い う意 味 も

あ る。ソ ー ンフ ィー ル ドを再 び 訪 れ た ジ ェ イ ン は廃 墟 を見 出 す 。「ロ チ

ェス タ ー氏 は フ ァー ン デ ィー ン に い る」 と近 くの 宿 屋 の 主 人 か ら聞 い
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て、ジェインはファーンデ ィーンに行 き、や っとロチェスター氏 との

再会 となる。第3巻11章 でロチェスター氏に再会 した時のジェインの

描写 を引用 してみると、

体駆は以前 と同じように強健で雄々しい輪郭を見せていました。……

この一年の うちのいかなる悲 しみによって も、すば らしい体力が弱

められた り、あふれるばか りの血気が枯れ しぼむことはありません

で した。

また 「あの肓いたサムソン」 とか 「しいたげられ、足枷 をかけられた

野獣か猛禽を思い出させ た」 とも云っている。ロチェスター氏の姿は

旧約聖書の士師記のサムソンと二重写 しとなる。ロチs:ス ター氏は狂

妻の放った火によって洗礼を施 され たとも考 えられ る。

ファーンディーン(Ferndean)は 羊歯の谷 を意味 し、谷には水が流れ

ている。故 にこれ もまた 「水」のイメージと重なる。

この作品はヒロインのジェイン ・エアがい くつ もの試練を乗 り越えて

少女か ら大人になって行 く物語 りである。作品の中で愛は重要な役割を

果 してはいるが、真の主題 は試練を経ながら神の愛 を求め、真のキリス

ト教徒 として再生 していく巡礼者の旅にも譬えられるべ きものである。
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